
令和7年度第2回岡山支部評議会 資料

令和7年10月17日（金）

資 料 ②



議題2 令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能

強化予算の策定に向けた意見聴取

※【用語解説】支部保険者機能強化予算
各支部が地域性を踏まえた独自の取組を意欲的に行うことで、基盤的保険者機能や戦略的保険者機能を一層発揮できるよう、
令和元年度から創設された予算。
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Ｒ６年度実績の評
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支部事業計画・

支部保険者機

能強化予算の

事前意見聴取

令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

今年度

・支部の事業計画、予算等の策定にあたっては、本部・支部間の連携を強化し、戦略的保険者機能の一層の発揮を
図る。

・本部から提供したデータ等を活用し、評議会での意見聴取も実施した上で、支部の現状評価・課題を踏まえた支部事
業計画・予算を策定する。

今後の支部評議会のスケジュールについて（昨年度と同様）
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令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取
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【岡山支部における健康課題（保健グループ）】

課題①：代謝のリスク保有率が全国平均より高い

課題②：小規模事業所の健診実施率が低い

課題③：特定保健指導実施率が低い

⚫ 近年やや改善傾向が見られるものの、依然としてリスク保有率が高い。
⚫ 代謝のリスクが高いことは、糖尿病の発症や重症化につながり、医療費

が高くなることやＱＯＬの低下にもつながることから、早期の改善対策
が必要。

⚫ あわせて、運動習慣の改善要素保有者の割合が高いことも課題。

⚫ 岡山支部における被保険者健診実施率は約７割だが、被保険者数５人未満の事業所に勤務する
被保険者の実施率は約３６％と極端に低い。

⚫ 被保険者数が比較的少ない事業所では、勤務時間中に健診を受けることが難しいなどの理由も
あり実施率が低くなっているものと思われる。

⚫ 岡山支部における被保険者特定保健指導実施率は約３６％となっている。協会けんぽの中では
比較的高い数字だが、６割以上の方には実施できていない。

⚫ 健活企業宣言を実施している事業所においても約４割と、宣言なし事業所よりかなり高いもの
の低い水準であり、健診と比較して「特定保健指導を受けなければいけない、受けさせなけれ
ばいけない」という意識が低いものと思われる。

岡山支部 全国平均 地域差指数-1
令和３年度 17.7% 15.5% 0.143
令和４年度 18.0% 15.7% 0.147
令和５年度 17.4% 15.6% 0.116
令和６年度 17.4% 15.6% 0.116

岡山支部 全国平均 地域差指数-1
令和３年度 72.1% 68.7% 0.049
令和４年度 71.3% 67.9% 0.049
令和５年度 70.4% 67.1% 0.049
令和６年度 69.0% 65.9% 0.048

【代謝リスク保有率】

【運動習慣改善要素保有者の割合】

課題④：特定保健指導対象者数の減少率が低い

⚫ 特定保健指導対象者数減少率が、特定保健指導利用者で３４.４％（４７支部中４３位）、
未利用者で３０.３％（同４５位）、合計３１.２％（同４５位）と低い水準となっている。

⚫ 特定保健指導に一度該当するとなかなか改善しない傾向が比較的高い。



令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

【課題①】

代謝のリスク保有率が全国平均より高い

【今後の対策（令和８年度に実施する事業等の案）】

⚫ 第4期特定健診等実施計画等に基づき特定健診・特定保健指導実施率の向上を図る。【継続】

→特に、健活企業宣言事業所等への個別アプローチを強化し特定保健指導実施者数の拡大を目指す。【継続】

⚫ ヘルスリテラシーの向上（健診受診後の適切な行動にかかる周知広報等の強化） 。【継続】

→健活企業宣言事業所への訪問による「事業所のヘルスリテラシー向上」。【令和７年８月より実施中】

→メルマガ、ＬＩＮＥ、ホームページ等の広報媒体を活用した広報実施。

⚫ 未治療者への受診勧奨【継続】

→現在実施している「健診１か月前通知」を継続実施。

→健診機関による未治療者・要治療者への受診勧奨（０次勧奨）を継続実施。

⚫ ⊿eGFR% に着目した生活習慣改善の通知。【継続】

→健診結果では問題なしと判定されているものの、経年の数値悪化が顕著な方に対し早期生活習慣の改善を

促す文書等による通知（年間1,500人ほどを想定）。
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※

※【用語解説】 ⊿eGFR%
eGFR（推算糸球体濾過量）は、腎機能の値がどれくらいにあるのかを示す値であり、90以上
が正常値、60未満で受診勧奨域となります。 ⊿eGFR%は、２～３年間でeGFRの数値がどの
程度減少したかを表す指標であり、 ⊿eGFR%に着目することで、単年度の健診結果では受診
勧奨対象とならない方でも、生活習慣等の改善など適切な対応を行わなければ近い将来受診
勧奨域となったり透析につながったりする方を抽出することができると考えられます。



令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

【（参考）岡山支部から対象者へ送付している通知】

35～49歳の健診受診
者のうち、
前年度の健診結果で

に該当する方に、情報
提供として送付。

空腹時血糖：100～
125 mg/dl
HbA1c：5.6～6.4%
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直近３年間の健診結果で、

① eGFRの数値の下がり方（%⊿ eGFR ）

が20%以上

② 直近のeGFR値が60以上（正常域）

である方に対し、行動変容を促す通知として

送付。



令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

【課題②】

小規模事業所に勤務する被保険者の健診受診率が低い

【今後の対策（令和８年度に実施する事業等の案）】

⚫ 被保険者数５人未満事業所の被保険者への個別通知送付【継続】

→令和５年度より実施してきたが、通常の通知に比べて２～３倍ほどの反応があり、効果が高い。

→通知内容を工夫し「健診受診に補助があること」をアピールし、健診定期受診を呼びかける。
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【課題③】

特定保健指導実施率が低い

【今後の対策（令和８年度に実施する事業等の案）】

⚫ 健活企業宣言事業所への訪問による勧奨実施【継続】

→健活企業宣言事業所に勤務する被保険者は全体の約45％。

→宣言事業所と非宣言事業所では健診実施率・特定保健指導実施率に大きな差があり、健活企業宣言事業所は

非宣言事業所と比較して健康に対する意識が高い「関心期」にあるといえる。

→宣言事業所でも特定保健指導実施率は約4割となっており、実施率向上の余地はまだまだある。
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令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

【課題④】

特定保健指導対象者数の減少率が低い

【今後の対策（令和８年度に実施する事業等の案）】

⚫ 特定保健指導実施率の向上【継続】

→特定保健指導利用者のほうが未利用者よりも改善率が高いことから、特定保健指導実施率を向上させる

ことが有効。

⚫ 特定保健指導の質の向上【継続】

→特定保健指導を利用された方の行動変容につながるような目標設定・面談実施ができるよう、健幸サポ

ート向上委員会等を通じて直営指導者・健診機関指導担当者のスキルアップをはかる。

⚫ 特定保健指導未利用者への個別通知送付【新規】

→特定保健指導を利用されておらず、重症化予防等の各種通知の対象外となっている方に対し、生活習慣

の改善を促す個別通知文書を送付し、意識付けをはかる。



令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

⚫ 傷病手当金の傷病別割合でメンタル不調者が30％以上を占めている。

件数 1位：精神および行動の障害 34％（全国35％）、2位：新生物（がん）12％（14％）
金額 1位：精神および行動の障害 40％（全国42％）、2位：新生物（がん）16％（16％）

⚫ メンタル不調者が占める割合は増加傾向である。

件数 令和３年度 31％ → 令和5年度 34％
金額 令和３年度 34％ → 令和5年度 40％

⚫ 睡眠で休養が取れていない者の割合は、増加傾向にある。

金額

精神およ

び行動の

障害

新生物
筋骨格系

及び結合

循環器系

の疾患

損傷、中

毒及びそ

の他の外

因の影響

その他

件数

34％

傷病手当金支給状況

12％9％

7％

18％
8％

8％

10％ 16％

40％

6％

32％

※令和5年度現金給付受給者状況調査報告より

男性

女性

睡眠で休養が取れていない者の割合
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【岡山支部における健康課題（企画総務グループ）】

課題①：岡山支部の傷病手当金におけるメンタル不調者の割合が高い（全国も同様）



令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

⚫ 体重10㎏以上増加者の割合
令和3年度以降

男性51.1％、51.1％、51.4％、52.6％（全国51.4％令和6年度）
女性32.4％、32.3％、32.6％、33.7％（全国32.9％令和6年度）

⚫ 食事習慣要改善者の割合
令和3年度以降
男性33.1％、33.5％、34.2％、34.6％（全国35.5％令和6年度）
女性28.8％、29.2％、29.9％、30.4％（全国29.1％令和6年度）
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男性

男性 女性

女性

課題②：岡山支部加入者の問診項目における生活習慣要改善者の割合が増加

※【用語解説】食事習慣要改善者
生活習慣病予防健診の問診項目で
「人と比較して食べる速度が速い」
「就寝前の2時間以内に夕食をとることが週に3回以上ある」
「朝昼夜の３食以外に間食や甘い飲み物を摂取していますか」
「朝食を抜くことが週に3回以上ある」
に2問以上「はい（速い・毎日）」と回答した者の割合

※



⚫ 健活企業に対しメンタルヘルスセミナーの出前講座を実施。

 →岡山産業保健総合支援センターと連携。

→岡山産業保健総合支援センターが実施する講座以外を、協会けんぽのセミナー講座として健活企業に実施。
  （令和7年6月より実施 申込件数27件 令和7年10月1日時点）

⚫ 協会けんぽや自治体のメンタルヘルスについて広報。

    →LINE、メールマガジン、広報物送付により周知及び案内。

①協会けんぽからのメンタルヘルスについての記事掲載、チラシ配布。
②岡山産業保健総合支援センター開催のセミナー案内。
③岡山県内各団体が実施する「休養・心の健康」に関するセミナー等を案内。

令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

【現状の取組（令和7年度に実施している事業等） 】
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【課題①】

岡山支部の傷病手当金におけるメンタル不調者の割合が高い（全国も同様）



令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

【（参考）メンタルヘルスセミナーの案内チラシ 】
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令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

【今後の対策（令和8年度に実施する事業等の案）】

⚫ 岡山産業保健総合支援センターとの連携の更なる強化。

⚫ 健活企業対象メンタルヘルスセミナーの出前講座の内容等を改善。

①小規模事業所をターゲットに、商工会議所等の関係団体と連携した集合型セミナーの開催を検討。

②健康保険委員等に向けた期間限定のセミナー動画を配信することにより、受講者の拡大を図る。

③定期にZOOMによる各種メンタルセミナー開催の実施を検討。

④岡山支部からの郵送、メルマガ、ホームページによる広報周知を引続き実施するとともに、関係団体への
会員周知を依頼し案内。

【継続事業】

12



⚫ 健活企業に対し食事栄養セミナーの出前講座を実施。

→令和7年度食事栄養セミナーについては、全講義に運動を含めた内容で実施。
  （令和7年8月より実施 申込件数10件 令和7年10月1日時点）

 →商工会議所の集合研修で食事栄養セミナーを実施（令和7年2月）。令和7年度も実施にむけて検討中。

⚫ メルマガ、LINE、ホームページに支部保健師等よる運動・食事コラムを掲載した広報。

⚫ 市町村が実施する健康ウォーク等事業の広報。

令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

【現状の取組（令和7年度に実施している事業等） 】
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【課題②】

岡山支部加入者の問診項目における生活習慣要改善者の割合が増加



令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

【（参考）食事栄養セミナーの案内チラシ 】
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令和8年度支部事業計画及び支部保険者機能強化予算の策定に向けた意見聴取

【今後の対策（令和8年度に実施する事業等の案）】

⚫ 生活習慣が不規則な業界団体との連携強化。

⚫ 健活企業対象食事栄養セミナーの出前講座の内容等を改善。

①小規模事業所をターゲットに、商工会議所等の関係団体と連携した集合型セミナーの開催を検討。
②健康保険委員等に向けた期間限定のセミナー動画を配信することにより、受講者の拡大を図る。
③定期にZOOMによる各種食事栄養セミナー開催の実施を検討。
④岡山支部からの郵送、メルマガ、ホームページによる広報周知を引続き実施するとともに、関係団体への会員
周知を依頼し案内する。

⚫ メルマガ、LINEにおける配信内容の強化。
→専門職によるコラムの充実を図る。

【継続事業】
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